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公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
内
で
は
、
土
地
の
所
有
者
、
借

地
権
者
は
速
や
か
に
排
水
設
備
を

設
置
す
る
こ
と
が
、
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
下
水

道
に
接
続
し
て
い
な
い
人
は
、
早

急
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た

く
み
取
り
式
な
ど
の
ト
イ
レ
は
、

３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い

る
人
も
、
直
接
下
水
道
に
接
続
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
下
水
道
管
の
接
続
工
事
な
ど
は
、

一
定
の
技
術
水
準
で
正
し
く
行
わ

れ
な
い
と
故
障
の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
市
が
指
定
す
る
下

水
道
工
事
店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

　
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
と
き

は
、
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
無
断
接
続
や
不
正
接
続
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
市
下
水
道
条
例

に
基
づ
き
、
使
用
者
な
ど
に
罰
則

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

■
台
所
で
は

　
下
水
道
管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
に
油

が
付
着
す
る
と
、
ポ
ン
プ
の
故
障

や
下
水
道
管
の
詰
ま
り
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
食

用
廃
油
や
野
菜
く
ず
な
ど
を
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
水
洗
ト
イ
レ
で
は

　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

異
物
（
タ
バ
コ
な
ど
）
を
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
廃
棄
物
は
捨
て
な
い

　
土
砂
や
木
片
・
廃
油
な
ど
は
流

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
揮
発
性
の
高
い
危
険
物

は
、
下
水
道
管
の
中
で
爆
発
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

■
排
水
設
備
は

　
宅
内
マ
ス
は
個
人
の
管
理
で
す
。

定
期
的
に
点
検
し
、
清
掃
し
ま

し
ょ
う
。

　
特
に
、
飲
食
店
な
ど
を
営
業
し

て
い
る
人
は
、
こ
ま
め
に
清
掃
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
マ
ン
ホ
ー
ル
は

　
危
険
で
す
の
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル

は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
雨
の
日
に
宅
地
内
や
道
路
に
溜

ま
っ
た
雨
水
を
流
す
た
め
に
、
汚

水
マ
ス
や
マ
ン
ホ
ー
ル
を
開
け
る

こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
。
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９
月
10
日
の
「
下
水
道
の
日
」
を
機
会
に
、
水
の
き
れ
い
な
川
や
海
を
守
る
た
め
、
下
水
道
の
意
義
や
役

割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、「
下
水
道
の
日
」
を
中
心
に
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
家
屋
を
対
象
と
し
て
、
接
続

の
お
願
い
の
戸
別
訪
問
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ト
イ
レ
の
水
洗
化
は

３
年
以
内
に

接
続
す
る
と
き
は

市
へ
届
出
を

自
然
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に

■
汚
水
管
へ
の
雨
水
誤
接
続
に
注
意

　
市
の
下
水
道
は
、
汚
水
と
雨
水

を
分
け
て
処
理
す
る
分
流
式
で
す
。

　
誤
っ
て
接
続
さ
れ
た
汚
水
管
に

雨
水
が
流
れ
込
む
と
、
雨
天
時
に

道
路
上
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
宅
内
マ

ス
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
た
り
、
流

れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
家
庭
で
使
っ
た
井
戸
水
を
公
共

下
水
道
へ
流
し
て
い
る
人
（
家
事

用
・
メ
ー
タ
ー
無
し
）
は
、
使
用

人
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
下
水
道
使

用
料
も
変
わ
る
た
め
、
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
井
戸
メ
ー
タ
ー
を
設
置

し
て
い
る
人
は
、
定
期
的
に
メ
ー

タ
ー
を
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。（
計

量
法
に
よ
り
有
効
期
間
は
８
年
）

※
交
換
費
用
は
個
人
負
担
で
す
。

井
戸
水
を
使
用
す
る
人
は

平
成
30
年
度
下
水
道
推
進
標
語
「
未
来
へ
と
　
ぼ
く
ら
が
つ
な
ぐ
　
下
水
道
」

　
９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す

▲

市
の
汚
水
用
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

～ みんなでつくるまちづくり～

富里市区長会紹介

●富里市区長会組織図
※世帯数は平成 30 年７月１日現在の加入世帯

　会長１人・副会長３人は、部会から選出された 4 人の

互選により決定します。

会長１人

副会長３人

■第１部会

理事１人

会計監査１人

■日吉台小学校区

役員３人

11地区

２，６７２世帯

■富里小学校区

役員２人

10地区

１，５５１世帯

■七栄小学校区

役員２人

６地区

７９８世帯

■根木名小学校区

役員２人

12地区

１，４３０世帯

■第一小学校区

役員２人

９地区

１，３０５世帯

■南小学校区

役員２人

16地区

２，０９０世帯

■浩養小学校区

役員２人

８地区

４１２世帯

■旧洗心小学校区

役員１人

２地区

１７１世帯

■第２部会

理事２人

会計監査１人

■第４部会

理事３人

会計監査１人

■第３部会

理事２人

会計監査１人

　市区長会は、市内地域行政の合理化と能率化に努め、市民の福祉を

推進し、市政に対する積極的かつ建設的な協力を行い、併せて会員相

互の親睦と連携を図ることを目的として、昭和 32 年２月 11 日に発足

しました。

　市区長会は、富里市市政協力員設置規則に基づき、地区に設置され

た市政協力員 74 人で構成されています。

　
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
お
互
い

に
連
携
し
、
支
え
合
い
な
が
ら
、

明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
区
・
自
治
会
に

加
入
す
る
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
区
・
自
治
会
は
、
最
も
身
近
な

組
織
で
す
。
区
・
自
治
会
へ
加
入

を
希
望
す
る
人
は
、
住
ん
で
い
る

地
域
の
区
長
ま
た
は
自
治
会
長
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
連
絡
先
が
わ
か
ら
な
い

と
き
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
活
動
推
進
課
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力
を
合
わ
せ
よ
う
助
け
合
お
う

地
域
の
絆

今
だ
か
ら
こ
そ
自
治
会
へ
！

■主な活動

市各種事業への

協力・参加

ゴミゼロ運動、ポイ捨て“ ナイナイ”キャンペーン、ふるさと

まつり、区長回覧など

住民代表者として各種

委員会などの委員の派遣

協働のまちづくり推進委員会、環境審議会、就学区域審議会、

社会福祉協議会など

区・自治会への加入促進ＰＲ 市民活動フェスタなどで加入促進のチラシを配布

■主な事業

視察研修会
会員の知識向上・親睦を深めるために、日帰り視察・宿泊視察

研修（１泊２日）を実施

施設見学研修会
施設見学会を通じて、問題点や悩みなど会員間の情報交換を行

う場として開催

各地域への助成 各地域での活動を促進するために、学区活動助成金を支給

■主な会議

総会 ４月、翌年３月の年２回実施

役員会
会長１人、副会長３人、理事８人、会計監

査４人で構成され、年間２回開催

理事会
会長１人、副会長３人、理事８人で構成され、

年間約５回開催

会務担当者会議
区長会の運営上、必要な事項について協議

し、理事会へ報告

視察研修

検討委員会

視察のテーマや候補地の選定などを行い、

理事会へ報告

広報準備委員会
広報とみさとへ掲載する原稿案を作成し、

理事会へ報告

会　長　長谷川英利（根木名ニュータウン）

副会長　渡辺　邦孝（日吉台五丁目北）

　　　　松本　昭男（七栄第三区）

　　　　沖田　健二（東立沢）


